
	ƫ
ま
ず
、
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

富
永　

元
々
は
社
会
運
動
の
組
織
文
化
や
下

位
文
化
を
研
究
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
若

年
層
は
社
会
運
動
に
忌
避
感
を
持
つ
と
想
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
2
0
1
5
年
、
安
保
関

連
法
案
反
対
の
デ
モ
を
呼
び
か
け
る
学
生
団

体
「
S
E
A
L
Ds
」
が
登
場
。
そ
の
意
識
や

動
機
を
知
り
た
い
と
若
年
層
の
運
動
参
加
研

究
を
始
め
ま
し
た
。
最
近
は
、
Z
世
代
の
社

会
運
動
に
研
究
者
と
し
て
刺
激
を
受
け
て
い

ま
す
。

室
橋　

若
者
の
声
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
、
2
0
1
5
年
に
「
日
本
若
者

協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
若
者
の
政
治

参
加
、教
育
、労
働
、社
会
保
障
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

環
境
・
気
候
変
動
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
政
府
・

政
党
・
地
方
公
共
団
体
と
の
政
策
協
議
や
提

言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

谷
口　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
を
学
ん
で
い
た
大
学

4
年
の
時
に
「
#
み
ん
な
の
生
理
」
と
い
う

団
体
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
卒

業
論
文
で
す
。「
生
理
へ
の
認
識
」
に
関
す

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
と
、
多
く
の
人
が

問
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
折
し
も
消
費
税

率
引
き
上
げ
に
伴
い
軽
減
税
率
が
導
入
さ
れ

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
が
、
生
理
用
品
は
対

象
外
。
生
理
の
経
済
的
負
担
を
減
ら
し
た
い

と
「
生
理
用
品
を
軽
減
税
率
対
象
に
し
て
く

だ
さ
い
！
」
と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
署
名

を
呼
び
か
け
、「
#
み
ん
な
の
生
理
」
を
設

立
し
ま
し
た
。
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
8
人
。

生
理
を
め
ぐ
る
不
平
等
を
な
く
す
こ
と
を
目

的
に
、
行
政
へ
の
要
請
行
動
、
調
査
・
発
信

を
行
う
ほ
か
、
生
理
に
関
す
る
自
由
な
意
見

交
換
が
で
き
る
場
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
昨
年
は
、
日
本
若
者
協
議
会
と
共

同
で
「
学
校
の
生
理
休
暇
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
も

と
づ
く
提
言
も
行
い
ま
し
た
。

西
良　

大
学
院
で
社
会
人
類
学
と
国
際
社
会

学
を
専
攻
し
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
政
策
、
宗

教
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と

い
う
テ
ー
マ
を
掛
け
合
わ
せ
た
研
究
を
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
学
生
と
い
う
立
場
で

様
々
な
社
会
運
動
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

大
学
1
年
の
時
は
、「
A
I
E
S
E
C
」
と

い
う
国
際
学
生
団
体
の
ス
タ
ッ
フ
に
な
り
、

運
動
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大

「Z世代が考える社会を良くするための   社会運動調査」結果を読み解く

「Z世代」と呼ばれる若者の社会課題への関心の高さが、国内外で注目されている。昨年
3月に連合が実施した「多様な社会運動と労働組合に関する意識調査2021」においても、
10代の6割、20代の5割が、労働組合や社会運動は「必要」と回答し、社会課題解決に向
けた社会運動への参加意欲が高いことがわかった。
とはいえ、多くは実際の参加には至っていない。そこで、連合は、2022連合アクションの
テーマを「若者とともに進める参加型運動」とし、2021年12月に「Z世代が考える社会を
良くするための社会運動調査」を実施した。目的は「Z世代」の若者が関心を寄せる社会
課題を浮き彫りにし、新しい労働運動のスタイルを探ること。
調査の結果、「関心のある社会課題がある」との回答は約9割にのぼり（図1）、学生Z世代
では「ジェンダーにもとづく差別」、社会人Z世代では「長時間労働」が最も高い関心を集
めた。この結果をどう受け止めればいいのか。連合、労働組合には、どのようなアプロー
チが求められているのか。これらテーマについて、社会運動を牽引する若者、若者の社
会運動を研究する有識者、清水連合事務局長が意見を交わした。

室橋祐貴
日本若者協議会
代表理事

ある
87.0%

ない
13.0%

■図1  関心のある社会課題があるか

座談会

■連合「Ｚ世代が考える社会を良くするための
　社会運動調査2022」

目的：Z世代（※）の社会運動に対する意識と実態を把握すること
で、Z世代が関心を持つ社会課題を浮き彫りにし、新しい
労働運動スタイルのあり方を検討する。

期間：2021年12月21日～ 12月23日の3日間、インターネット
リサーチにより実施。

対象：全国の15歳～ 29歳の男女1500名。
調査協力機関：ネットエイジア株式会社
※概ね1990年代後半から2000年代に生まれた世代を指す。本

調査では社会人世代も含めた15歳～ 29歳の男女を対象とした。
※本評価では、現在の属性を正社員・正職員、契約社員・嘱託

社員、パート・アルバイト、派遣社員、自営業・フリーランス
と選択した人を「社会人Z世代」、学生を選択した人を「学生Z
世代」と称して評価している。

■調査対象とした社会課題（8分野36項目）

①環境に関する課題　気候変動／エネルギー資源（再生可能エネルギ
ーの活用含む）／生態系および自然の保護／大量生産・大量廃棄問題
②平和に関する課題　戦争・紛争・テロ／核兵器廃絶／移民・難民
問題／被災地支援や防災
③健康に関する課題　健康・医療・福祉の格差／貧困問題／食糧問題

（飢餓・食糧の安定確保など含む）／高齢化問題（介護問題含む）
④教育に関する課題　教育格差／いじめ／不登校／奨学金問題（学費
高騰問題含む）
⑤ジェンダー平等に関する課題　女性活躍推進／ジェンダーにもとづ
く差別／選択的夫婦別姓／性的指向・性自認（性的マイノリティ課題含
む）／暴力とハラスメント
⑥人権に関する課題　個人情報保護／メディア・ネットリテラシー（誹
謗中傷など含む）／自殺問題／児童虐待
⑦経済に関する課題　経済成長／医療・社会保障（年金問題含む）／デ
ジタル化の遅れ／人口減少／大都市一極集中と地域活性化／所得格差
⑧労働に関する課題　長時間労働（ワーク・ライフ・バランス）／職場
のハラスメント／障がい者雇用の問題／外国人労働者の問題／非正規
雇用やフリーランスなどの問題

谷口歩実
#みんなの生理
共同代表

清水秀行
連合事務局長

西良朋也
一橋大学社会学研究科

博士課程

富永京子
立命館大学

産業社会学部准教授

 Z世代の約9割が
社会課題に関心あり！

Z世代　世代　社社会  運動　会  運動　労労働組合働組合
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慶應義塾大学経済学部卒、同大学政策・メディ
ア研究科修士課程中退。学生時代からITベン
チャーの立ち上げを行い、2015年に若者の声
を政策に反映させることを目的に「日本若者
協議会」を設立し、代表理事に就任。2018年5
月に発足した、超党派の「若者政策推進議員連
盟」立ち上げに関わり、事務局を務める。

室橋祐貴 むろはし・ゆうき
日本若者協議会代表理事

対
す
る
労
働
教
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
、
連
合
結
成
以
来
の

重
要
課
題
で
す
。
男
女
間
賃
金
格
差
は
コ
ロ

ナ
禍
で
ま
す
ま
す
拡
大
し
、「
生
理
の
貧
困
」

働
基
準
法
の
改
正
）も
実
現
し
ま
し
た
。
36

協
定
の
適
正
な
締
結
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
学
に
お
け
る
寄
付
講
座
や
ワ

ー
ク
ル
ー
ル
検
定
な
ど
を
通
じ
て
、
若
者
に

い
る
の
か
な
と
…
。
例
え
ば
で
す
が
、
私
が

「
生
理
の
貧
困
」
の
運
動
を
知
っ
た
の
は
10
年

ほ
ど
前
の
イ
ギ
リ
ス
で
し
た
。
当
時
の
私
は
、

そ
の
運
動
に
接
し
て
も
あ
ま
り
当
事
者
性
を

持
て
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
谷
口
さ
ん
は
そ
れ

を
可
視
化
し
、
社
会
運
動
に
さ
れ
た
。

　

も
う
一
つ
は
貧
困
化
で
す
。
例
え
ば
大
学

生
で
も
、
私
た
ち
の
世
代
と
比
べ
て
単
純
に

貧
し
く
な
っ
て
い
る
。
東
京
私
大
教
連
の
調

査
で
も
仕
送
り
が
年
々
減
少
し
、
日
本
学
生

支
援
機
構
の
調
査
で
も
奨
学
金
の
受
給
率
が

高
止
ま
り
し
て
い
る
。
貧
困
や
格
差
が
自
身

や
周
囲
の
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う

中
で
、
社
会
課
題
が
身
近
に
な
っ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

清
水　

こ
の
20
年
、
日
本
の
賃
金
が
上
が
っ

て
い
な
い
の
に
学
費
は
高
騰
し
て
い
る
。
給

付
型
奨
学
金
が
で
き
た
も
の
の
対
象
は
限
定

的
。
多
く
の
若
者
が
高
額
の
借
金
を
背
負
っ

て
社
会
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
を

放
置
し
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
は
、
社
会
全

体
で
ど
う
人
を
育
て
る
の
か
と
い
う
問
題
で

す
。

	ƫ
Z
世
代
の
関
心
が
高
い
社
会
課
題
に
対
す

る
連
合
の
取
り
組
み
は
？

清
水　
「
長
時
間
労
働
」
に
つ
い
て
は
、
年
間

総
実
労
働
時
間
の
短
縮
、
時
間
外
割
増
賃
金

の
引
き
上
げ
、
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
な
ど

に
取
り
組
み
、罰
則
付
時
間
外
労
働
規
制
（
労

学
の
小
平
国
際
学
生
宿
舎
の
学
生
ス
タ
ッ

フ
に
な
り
、
多
様
性
へ
の
理
解
を
促
す
た
め

に
「D

iversity & Safer Space 

推
進
班

（
D
S
班
）」を
設
立
し
ま
し
た
。
寮
に
は
様
々

な
文
化
的
背
景
の
学
生
が
い
て
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が

と
て
も
表
面
的
な
も
の
に
思
え
た
か
ら
で

す
。
人
種
差
別
や
性
差
別
、
性
暴
力
の
問
題

に
は
踏
み
込
も
う
と
し
な
い
。
よ
り
深
く
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
考
え
よ
う
と
投
げ
か
け
、

性
暴
力
を
な
く
す
た
め
の
団
体
も
設
立
し
ま

し
た
。
1
年
間
の
ア
メ
リ
カ
留
学
で
は
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
深

関
心
の
あ
る
社
会
課
題

く
学
び
、
現
在
は
そ
れ
に
関
連
し
て
、「
一

般
社
団
法
人
ち
ゃ
ぶ
台
返
し
女
子
ア
ク
シ
ョ

ン
」
と
「LG

BT
Q
＋
B
ridge N

etw
ork

」

と
い
う
団
体
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

清
水　

昨
年
10
月
に
連
合
事
務
局
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
出
身
は
日
本
教
職
員
組
合
で
、

2
0
0
8
年
ま
で
の
19
年
間
、
中
学
校
の
国

語
科
の
教
員
を
し
て
い
ま
し
た
。
1
9
5
9

年
生
ま
れ
の
バ
リ
バ
リ
の
昭
和
世
代
で
す
。

清水秀行 しみず・ひでゆき
連合事務局長

北海道大学経済学部経営学科卒業。東京大学
大学院人文社会系研究科修士課程、博士課程
修了後、日本学術振興会特別研究員（PD）を経
て、2015年より現職。
著書に『社会運動と若者』（ナカニシヤ出版）、

『社会運動のサブカルチャー化』（せりか書
房）、『みんなの「わがまま」入門』（左右社）など。

富永京子 とみなが・きょうこ
立命館大学産業社会学部准教授

数年前、一橋大学の小平国際学生宿舎で多様
性への理解を促す「Diversity & Safer Space 
推進班（DS班）」を設立し、班長に。その後、米国
留学を経て、あらゆる性暴力のない一橋大学
を目指す学生団体「Bridge for All」代表 、
LGBTの学生らを支援するサークル「LGBTQ
＋Bridge Network」の副代表などを歴任。

西良朋也 にしら・ともや
一橋大学社会学研究科博士課程

国際基督教大学でジェンダー・セクシュアリ
ティ研究と教育学を専攻し、2020年に卒業。
在学中に「生理用品を軽減税率対象に！」署
名キャンペーンを開始し、「#みんなの生理」
を立ち上げる。現在は「#みんなの生理」のメ
ンバーと一緒に、生理に関する様々な不平等
をなくすべく活動している。

谷口歩実 たにぐち・あゆみ
#みんなの生理共同代表

■図2  関心のある社会課題
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■図3  関心のある社会課題

岡本直也 おかもと・なおや 
連合運動企画局部長
【進行】

室
橋　

い
じ
め
や
不
登
校
、
自
殺
問
題
が
上

位
に
き
て
い
る
こ
と
は
、
非
常
に
危
機
的
で

す
。
不
登
校
は
過
去
最
多
を
更
新
し
続
け
、

小
中
学
生
で
19
万
人
以
上
。
こ
れ
ま
で
の
画

一
的
な
学
校
教
育
は
限
界
に
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど
へ
の

関
心
は
、
S
D
G
s
教
育
な
ど
の
効
果
が
出

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

西
良　
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
も
と
づ
く
差
別
」

へ
の
関
心
は
、
男
女
差
が
大
き
い
。
こ
れ

は
「
ど
れ
だ
け
当
事
者
性
を
感
じ
て
い
る
か
」

の
違
い
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
学
生

の
ト
ッ
プ
に
き
た
こ
と
は
驚
き
で
す
。
お
そ

ら
く
就
職
活
動
等
を
通
じ
て
も
強
く
意
識
さ

れ
る
課
題
で
あ
り
、
当
事
者
と
し
て
の
関
心

と
、
逆
に
そ
う
し
た
主
張
に
対
す
る
反
感
も

含
め
て
の
数
字
だ
と
思
い
ま
す
。

谷
口　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
幅
広
い
課
題
を
含
ん

で
い
る
の
で
、
個
々
人
が
具
体
的
に
何
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
か
見
え
づ
ら
い
。
で
す

が
、
そ
の
こ
と
に
取
り
組
む
学
生
団
体
も
増

え
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

富
永　

基
本
的
に
は
、
学
歴
が
高
い
ほ
う
が

社
会
運
動
参
加
率
が
高
い
と
い
う
前
提
が
あ

り
、
そ
う
し
た
層
の
ほ
う
が
身
近
で
は
な
い

社
会
課
題
に
関
心
を
持
つ
の
か
な
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
調
査
で
は
、

学
歴
を
問
わ
ず
、
身
近
で
当
事
者
性
の
高
い

課
題
へ
の
関
心
が
高
く
出
て
い
る
。
身
近
な

場
で
問
題
を
見
つ
け
る
こ
と
が
上
手
に
な
っ
て

	ƫ
で
は
、
調
査
結
果
を
見
て
い
き
ま
す
。
ま

ず
《
関
心
の
あ
る
社
会
課
題
》（
図
2
）
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、全
体
の
1
位
は
「
い
じ
め
」

20
・
7
％
で
し
た
。
続
い
て
2
位
が
「
長

時
間
労
働
（
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
）」

18・7
％
、3
位
が
「
自
殺
問
題
」
16・7
％
、

4
位
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
も
と
づ
く
差
別
」

16
・
3
％
。
女
性
で
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

も
と
づ
く
差
別
」
23
・
6
％
、
男
性
で
は

「
長
時
間
労
働
」
19
・
1
％
が
1
位
で
し
た
。

ま
た
、
学
生
で
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
も
と

づ
く
差
別
」
22
・
7
％
（
図
3
）、
社
会
人

で
は
「
長
時
間
労
働
」
21
・
9
％
（
図
4
）

が
最
も
関
心
の
あ
る
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
か
。

に
追
い
込
ま
れ
る
女
性
が
増
え
て
い
る
。
こ

こ
は
、
取
り
組
み
を
い
っ
そ
う
強
化
し
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

	ƫ
次
に
《
関
心
を
持
っ
た
理
由
》（
図
5
）
で

す
が
、「
身
近
に
こ
の
問
題
に
直
面
し
た
」

は
、「
奨
学
金
問
題
（
学
費
高
騰
問
題
含

む
）」
54・0
％
、「
不
登
校
」41・
2
％
（
図

6
）。
一
方
、《
関
心
を
持
っ
た
き
っ
か
け
》

（
図
7
）
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
社
会
課
題
で

「
テ
レ
ビ
で
見
た
」
が
ト
ッ
プ
で
す
が
、
課

題
ご
と
に
見
る
と
「
環
境
」「
平
和
」
に
関

す
る
項
目
は
「
学
校
の
授
業
で
学
ん
だ
」、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」「
人
権
」
は
「
S
N
S
で

見
た
」
が
、
そ
し
て
「
教
育
」「
労
働
」
は

「
自
分
が
課
題
に
直
面
し
た
」
が
、
そ
れ
ぞ

れ
2
位
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

西
良　

関
心
を
持
っ
た
理
由
で
は
「
身
近
に

こ
の
問
題
に
直
面
し
た
」
が
多
い
の
に
、
関

心
を
持
っ
た
き
っ
か
け
で
は
「
自
分
が
課
題

に
直
面
し
た
」
は
多
く
な
い
。
こ
の
ギ
ャ
ッ

プ
は
興
味
深
い
で
す
。
読
み
解
い
て
み
る

と
、
差
別
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
自
分
が
そ

れ
を
受
け
た
時
、
す
ぐ
に
は
何
が
起
き
た
の

か
認
識
さ
れ
に
く
い
。
自
分
の
身
に
起
き
た

関
心
を
持
っ
た
理
由
・

関
心
を
持
っ
た
き
っ
か
け

（%）

いじめ

自殺問題

ジェンダーに
もとづく差別

医療・社会保障
（年金問題含む）

高齢化問題
（介護問題含む）

奨学金問題
（学費高騰問題含む）

所得格差

メディア・
ネットリテラシー
（誹謗中傷など含む）

児童虐待

長時間労働
（ワーク・ライフ・バランス）

0 5 10 15 20 25

20.7

18.7

16.7

16.3

15.1

13.2

13.0

11.3

10.7

10.7

全体
男性
女性

学生Z世代

社会人Z世代

学生では
ジェンダーにもとづく

差別がトップ

社会人では
長時間労働に

高い関心

男女で
関心度の違いが
大きい課題も

■図4  関心のある社会課題
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業
に
組
み
込
む
だ
け
で
な
く
、朝
の
会
で
「
こ

の
ニ
ュ
ー
ス
、
み
ん
な
ど
う
思
う
？
」
と
投

げ
か
け
る
と
、
子
ど
も
た
ち
同
士
で
活
発
に

意
見
が
飛
び
交
う
。「
い
じ
め
」
が
最
も
関

心
の
高
い
課
題
に
な
っ
た
こ
と
は
、
重
く
受

け
止
め
て
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち
自
身
が
、

自
分
は
こ
の
問
題
に
ど
う
関
わ
っ
て
き
て
、

今
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
、
そ
う
い
う
話
が

で
き
る
場
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

	ƫ《
参
加
し
た
い
社
会
運
動
》（
図
8
）
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、「
環
境
」「
平
和
」「
健
康
」「
経

済
」「
労
働
」
で
は
「
政
府
や
団
体
、
企
業

へ
の
要
請
」
が
、「
教
育
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

「
人
権
」
で
は
「
S
N
S
で
の
個
人
の
発
信
」

が
ト
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。《
参
加
し
た
く

な
い
社
会
運
動
》（
図
9
）
は
「
集
会
や
デ

モ
、マ
ー
チ
、パ
レ
ー
ド
な
ど
」
が
46・8
％
。

こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

谷
口　

デ
モ
へ
の
忌
避
感
は
わ
か
ら
な
く
も

な
い
で
す
が
、「
#
み
ん
な
の
生
理
」
を
立

ち
上
げ
た
直
後
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

が
始
ま
っ
た
の
で
、
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
ほ
と
ん
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
。

だ
か
ら
、
私
自
身
は
デ
モ
を
や
っ
て
み
た
い

こ
と
を
大
き
な
問
題
と
は
考
え
な
い
よ
う
に

す
る
心
理
も
働
き
ま
す
。
で
も
、
そ
の
後
、

問
題
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
S
D
Gs
等
の

切
り
口
か
ら
た
ま
た
ま
触
れ
た
り
す
る
と
、

自
分
に
何
が
起
き
た
の
か
に
気
づ
く
。
そ
こ

に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
や
S
D
G
s

は
問
題
領
域
が
広
く
、
当
事
者
性
を
前
面
に

出
さ
な
く
て
も
一
定
の
距
離
を
お
い
て
参
画

で
き
る
。「
関
心
が
あ
る
」
と
表
明
し
や
す

い
項
目
だ
と
言
え
ま
す
。

谷
口　

名
前
の
な
い
モ
ヤ
モ
ヤ
に
名
前
が
付

け
ら
れ
る
と
、「
私
の
経
験
し
た
こ
と
は
こ

れ
だ
っ
た
ん
だ
」
と
気
づ
か
さ
れ
る
。「
生

理
の
貧
困
」
も
ま
さ
に
そ
う
で
し
た
。
活
動

を
始
め
た
頃
は
反
応
が
乏
し
く
、
受
け
止
め

て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
で
も
、
テ
レ
ビ
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
と
対
応
は
一
変
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
テ
レ
ビ
は
両
刃
の
剣
で
、
自
分
の

思
い
と
は
異
な
る
方
向
に
誘
導
さ
れ
る
と
い

う
経
験
も
し
ま
し
た
。

富
永　
「
個
人
の
悩
み
」
が
可
視
化
さ
れ
、

社
会
問
題
化
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
家
族
の
介

護
の
た
め
に
友
だ
ち
と
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
な

い
子
ど
も
は
ず
っ
と
存
在
し
て
い
た
の
に
、

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
と
名
付
け
ら
れ
実
態

が
報
じ
ら
れ
る
こ
と
で
社
会
問
題
化
し
ま
し

た
。

清
水
　
学
校
で
は
、
平
和
や
環
境
、
健
康
の

課
題
に
ず
っ
と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
授

参
加
し
た
い
社
会
運
動
・

参
加
し
た
く
な
い
社
会
運
動

様
々
で
す
が
、
批
判
的
、
攻
撃
的
な
印
象

が
強
い
と
い
う
か
、
少
な
く
な
い
若
年
層
の

人
々
に
は
「
バ
チ
バ
チ
し
て
い
る
」
と
感
じ

ら
れ
る
の
か
な
。

室
橋　

上
の
世
代
は
、
社
会
運
動
や
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
に
「
反
権
力
」
を
求
め
て
い
る
。

で
も
、
若
い
世
代
は
「
社
会
課
題
を
一
緒
に

解
決
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
捉
え
、
与
党
と

も
野
党
と
も
対
話
す
る
。
そ
こ
は
、
世
代
間

で
大
き
な
差
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

室
橋　

日
本
の
デ
モ
は
動
員
型
で
対
話
が
乏

し
く
、
そ
れ
が
忌
避
感
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
海
外
で
は
、
政
策
要
求
・
世
論
喚
起
行

動
の
一
つ
に
デ
モ
が
あ
り
、
同
時
に
意
思
決

定
者
と
の
直
接
対
話
が
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、

日
本
で
デ
モ
な
ど
を
行
う
運
動
の
主
体
は
、

そ
れ
ら
に
よ
る
政
権
へ
の
抗
議
を
重
視
し
、

直
接
的
な
対
話
を
避
け
て
き
ま
し
た
。

富
永　

デ
モ
を
や
っ
て
い
る
人
々
の
立
場
も

（%）

0
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30
40
50
60

身
近
に
こ
の
問
題
に

直
面
し
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こ
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が
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る
か
ら
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環
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を
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次
世
代
の
人
々
を

困
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せ
た
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い
か
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人
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る

問
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か
ら
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の
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が
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か
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が
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か
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■図5  社会課題に関心を持った理由 ■図6  「身近にこの問題に直面したことがあるから」 
　       と回答した割合の高い社会課題
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 要請やセミナー、
SNSが人気

攻撃的な印象の
デモに忌避感
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室
橋　

若
者
協
議
会
も
、
参
加
し
や
す
い
よ

う
「
社
会
課
題
の
解
決
」
と
い
う
フ
レ
ー
ム

で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
就
活

の
時
期
に
な
る
と
、
名
前
を
消
し
て
ほ
し
い

と
い
う
依
頼
が
き
ま
す
。「
顔
や
名
前
が
出
る

こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
」
の
は
、
本
当
に
叩
か

れ
る
か
ら
。
気
候
変
動
へ
の
対
策
を
求
め
る

「Fridays For Future

」
に
参
加
し
た
人
の

個
人
名
が
晒
さ
れ
る
事
件
も
起
き
て
い
ま
す
。

ヤ
モ
ヤ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

富
永　

結
果
と
し
て
政
治
的
な
問
題
を
真
正

面
か
ら
扱
う
力
、
批
判
の
力
が
弱
く
な
っ
て

し
ま
う
危
険
性
も
あ
る
。
批
判
よ
り
対
話
、

対
決
よ
り
解
決
と
い
う
姿
勢
は
、
間
口
を
広

げ
る
に
は
有
効
で
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
政

治
的
な
課
題
は
扱
わ
ず
、
個
人
的
な
経
験
の

語
り
が
重
視
さ
れ
る
と
、
急
進
的
、
批
判
的

な
言
説
は
忌
避
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

度
と
起
こ
さ
な
い
た
め
に
行
動
す
べ
き
だ
と

考
え
る
学
生
と
、
関
わ
り
た
く
な
い
と
考
え

る
学
生
に
二
極
化
し
て
い
ま
し
た
。
5
0
0

名
超
の
寮
生
・
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
く

な
い
理
由
で
は
、「
知
識
が
な
い
か
ら
」
の

ほ
か
に
「
逆
差
別
言
説
」
を
持
つ
人
が
少
な

か
ら
ず
い
た
。「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
逆
差
別
」

な
ど
、
時
に
攻
撃
的
に
な
る
人
た
ち
で
す
。

　

そ
う
い
う
現
状
を
考
え
れ
ば
、
政
治
的
だ

と
思
わ
れ
て
い
る
課
題
を
、
人
権
、
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
、
S
D
G
s
な
ど
の
ソ
フ
ト
イ
メ

ー
ジ
の
テ
ー
マ
に
変
換
す
る
こ
と
で
、
参
画

を
促
せ
る
面
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

裾
野
を
広
げ
て
い
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え

を
持
っ
た
人
が
入
っ
て
き
て
運
動
が
混
乱
す

る
と
い
う
弊
害
も
あ
る
。
間
口
は
広
く
し
な

が
ら
も
、
テ
ー
マ
は
深
く
理
解
し
て
も
ら
え

る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

谷
口　

共
感
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
政
治
的

で
ラ
デ
ィ
カ
ル
（
急
進
的
）
な
主
張
を
し
て

い
る
ん
で
す
が
、
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
時
は
、
そ
こ
が
す
べ
て
カ
ッ
ト
さ
れ
脱
政

治
化
さ
れ
る
。
多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
こ

と
は
大
事
で
す
が
、
譲
れ
な
い
部
分
が
切
り

取
ら
れ
置
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
モ

谷
口　

私
は
、
対
話
よ
り
「
ラ
デ
ィ
カ
ル

に
変
え
て
い
く
」
派
で
す
が
、
社
会
運
動

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
労
働
組
合
だ
っ
た
ん

で
す
。
学
生
の
時
に
バ
イ
ト
代
の
未
払
い
が

あ
っ
て
、
労
働
組
合
に
相
談
し
解
決
で
き
た
。

そ
の
体
験
が
「
声
を
上
げ
る
」
こ
と
を
後

押
し
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。「
社
会
を
変
え

る
」
っ
て
す
ご
く
大
き
な
こ
と
に
思
え
ま
す

が
、
分
解
し
て
い
く
と
、
身
近
な
問
題
を
解

決
す
る
小
さ
な
成
功
体
験
の
積
み
重
ね
。
だ

か
ら
、
労
働
組
合
が
そ
う
い
う
場
を
つ
く
っ

て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
、
社
会
を
変
え
、
未

来
を
つ
く
る
と
い
う
重
要
な
社
会
運
動
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。

清
水　

こ
の
間
の
大
学
入
試
改
革
や
「
生
理

の
貧
困
」
な
ど
へ
の
取
り
組
み
を
見
て
、
若

者
自
身
が
声
を
上
げ
る
こ
と
は
社
会
を
変

え
る
大
き
な
力
に
な
る
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
へ
の
英
語
の
民

間
試
験
導
入
が
決
定
さ
れ
た
時
、
日
教
組

は
た
だ
ち
に
問
題
点
を
指
摘
し
、
文
科
省
に

見
直
し
を
要
請
し
ま
し
た
が
、
相
手
に
さ
れ

な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
出
願
直
前
に
な
っ

て
も
詳
細
が
示
さ
れ
な
い
中
で
、
当
事
者
で

あ
る
高
校
生
が
撤
回
を
求
め
て
行
動
を
起
こ

し
、
急
転
直
下
、
導
入
が
見
送
ら
れ
た
。
声

	ƫ《
社
会
運
動
に
期
待
す
る
》（
図
15
）
も
の

と
し
て
は
、「
運
動
の
成
果
を
感
じ
ら
れ
る
」

「
課
題
が
わ
か
り
や
す
い
」「
人
と
の
つ
な
が

り
を
感
じ
ら
れ
る
」
が
上
位
に
き
ま
し
た
。

Z
世
代
は
、
総
体
的
に
社
会
課
題
や
社
会

運
動
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

富
永　

内
閣
府
「
我
が
国
と
諸
外
国
の
若
者

の
意
識
に
関
す
る
調
査
」
で
は
、
自
分
の
政

治
参
加
に
よ
っ
て
社
会
現
象
が
変
え
ら
れ
る

と
答
え
た
人
は
、
日
本
が
最
も
少
な
く
3
割

程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
。
自
分
の
行
動
が
成

果
に
つ
な
が
る
と
い
う
感
覚
を
重
視
し
て
い

る
ん
で
し
ょ
う
。

室
橋　

オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
に
参
加
し
、
そ
れ

が
実
際
に
政
策
を
変
え
た
と
い
う
よ
う
な
体

験
が
積
み
重
な
っ
て
い
け
ば
、
社
会
運
動
に

継
続
的
に
参
加
し
て
い
く
人
が
増
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

	ƫ
若
者
と
と
も
に
社
会
運
動
を
進
め
る
た
め

に
必
要
な
工
夫
と
は
？

室
橋　

改
め
て
対
話
の
重
要
性
を
訴
え
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
対
話
に
よ
る
微

修
正
だ
け
で
は
、
日
本
社
会
の
停
滞
は
改
善

し
き
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
構
造
的
な

変
革
へ
の
議
論
も
必
要
で
す
。

	ƫ
Z
世
代
の
社
会
運
動
参
加
経
験
率
は
36
・

8
%
（
図
10
）。《
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る

社
会
運
動
》（
図
11
）
は
、「
知
識
を
深
め
る

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
」「
S
N
S
で
の
個
人
の

発
信
」
が
比
較
的
多
く
、「
政
府
や
団
体
、

企
業
へ
の
要
請
」
は
5
・
0
％
と
最
も
少

な
い
。《
参
加
し
た
理
由
》（
図
12
）
で
は

「
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
し
た
か
っ
た
か

ら
」「
自
分
の
気
持
ち
を
表
現
し
た
か
っ
た

か
ら
」「
友
人
・
知
人
・
家
族
に
誘
わ
れ
た

か
ら
」
が
ト
ッ
プ
3
。《
参
加
し
た
こ
と
が

な
い
理
由
》（
図
13
）
は
「
顔
や
名
前
が
出

て
し
ま
う
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
か
ら
」「
自

身
に
知
識
が
足
り
な
い
と
思
う
か
ら
」「
忙

し
か
っ
た
か
ら
」
が
、《
ど
の
よ
う
な
社
会

運
動
で
あ
れ
ば
参
加
で
き
る
か
》（
図
14
）

は
、「
顔
や
名
前
を
出
さ
ず
に
参
加
で
き
る
」

「
気
軽
に
参
加
で
き
る
」「
参
加
し
た
い
と

き
だ
け
参
加
す
れ
ば
い
い
」
が
上
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。

西
良　

国
際
学
生
宿
舎
で
「
D
S
班
」
を
つ

く
る
と
き
に
苦
労
し
た
こ
と
の
1
つ
に
、
政

治
的
な
問
題
へ
の
忌
避
感
が
あ
り
ま
し
た
。

一
橋
大
学
で
は
、
同
級
生
に
ゲ
イ
で
あ
る
こ

と
を
暴
露
さ
れ
た
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
事
件
や
教

員
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
問
題
を
受
け
て
、
二

参
加
経
験
の
あ
る
社
会
運
動
・
参
加
し
た
理
由
・

参
加
し
た
こ
と
が
な
い
理
由

社
会
運
動
へ
の
期
待
・

Z
世
代
に
と
っ
て
社
会
課
題
・
社
会
運
動
と
は

（%）

自分ができることを
したかったから

友人・知人・家族に
誘われたから

名前や顔を出さずに
参加できたから

暇だった・
時間があったから

自身のキャリア形成
につながるから

ストレス発散
したかったから

有名人が
参加していたから

上司・同僚などに
誘われたから

同じ意識を持つ仲間を
増やしたかったから

自分の気持ちを
表現したかったから
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■図12  社会課題を解決するための    
　　　　社会運動に参加した理由
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■図10  社会課題を解決するために社会運動に参加したことはあるか

（%）

政
府
や
団
体
、

企
業
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要
請

知
識
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深
め
る

た
め
の
セ
ミ
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ー

ＳN

Ｓ
で
の

個
人
の
発
信

オ
ン
ラ
イ
ン
署
名

直
筆
署
名

そ
の
他

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

に
よ
る
世
論
形
成

集
会
や
デ
モ
、

マ
ー
チ
、

パ
レ
ー
ド
な
ど

ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や

募
金
な
ど
の

資
金
提
供
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■図11  社会課題を解決するために参加したことのある社会運動

（%）

顔や名前が出てしまう
ことに抵抗があるから

忙しかったから

運動自体に怖い、
過激などの

イメージがあるから

参加したところで
何も変わらない
気がするから

参加するのが
面倒だったから

楽しくなさそうだから

自分がやらなくても
誰かがやってくれれば
いいと思うから

参加すると
自身のキャリア形成に
不利になりそうだから

同世代が参加して
いないから

参加するには自身に
知識が足りないと

思うから
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■図13  社会課題を解決するための
　　　　社会運動に参加したことがない理由

（%）

顔や名前を出さずに
参加できる

参加したいときだけ
参加すればいい

ネット上で完結できる

年齢や世代に関係なく
いろいろな人が参加

している

同世代の人が
多く参加している

友人・知人・家族が
参加している

参加特典がある

メッセージが
強すぎない

開催場所に
アクセスしやすい

気軽に参加できる
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全体
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■図14  どのような社会運動であれば
　　　　参加できると思うか
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清
水　

あ
る
町
の
教
員
住
宅
で
、
海
外
か
ら

招
聘
し
た
A
L
T
（
外
国
語
指
導
助
手
）
の

部
屋
に
だ
け
ク
ー
ラ
ー
が
付
け
ら
れ
た
の

で
、
粘
り
強
く
交
渉
し
て
、
全
戸
に
ク
ー
ラ

ー
を
付
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
芳
野
会
長
は
、

単
組
の
役
員
時
代
、
社
員
食
堂
の
肉
団
子
の

数
が
1
個
減
っ
た
の
は
実
質
値
上
げ
だ
と
の

声
を
受
け
て
、
交
渉
し
て
元
に
戻
し
た
そ
う

で
す
。
身
近
な
問
題
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し

て
い
く
こ
と
が
、
労
働
組
合
へ
の
信
頼
に
つ

な
が
る
ん
で
す
よ
ね
。

富
永　

身
近
す
ぎ
る
要
求
は
「
わ
が
ま
ま
」

だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
が
労
働
環

境
の
改
善
に
つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
堂
々
と

要
求
し
て
い
い
ん
だ
と
、
ぜ
ひ
労
働
組
合
か

ら
発
信
し
て
ほ
し
い
。

清
水　

身
近
な
問
題
も
含
め
、
み
ん
な
の
思

い
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
運
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

	ƫ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

発
信
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。
私
は
、
自
分
の

経
験
か
ら
、
労
働
組
合
は
重
要
な
存
在
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
若
者
が
直
面
す
る
労
働
問

題
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
け
ば
、「
頼
れ
る
存
在
」

と
し
て
認
知
さ
れ
る
。
問
題
が
あ
っ
て
も
我
慢

し
て
い
る
人
た
ち
が
、「
声
を
上
げ
て
い
い
ん
だ
」

と
気
づ
け
る
機
会
を
提
供
し
て
ほ
し
い
で
す
。

西
良　

若
者
は
み
ん
な
、
バ
イ
ト
や
就
活
で

労
働
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
で
も
、
そ
れ

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
労
働
組
合
と
い
う

存
在
を
知
ら
な
い
。
学
生
が
会
社
を
選
ぶ
基

準
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
重
視
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
企

業
側
の
情
報
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

多
い
。
連
合
に
は
、
働
く
人
の
立
場
か
ら
学

生
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

富
永　

連
合
は
、
す
べ
て
の
働
く
人
の
た
め

の
取
り
組
み
を
た
く
さ
ん
や
っ
て
い
る
。
そ
の

成
果
を
も
っ
と
前
面
に
出
せ
ば
い
い
の
か
な

と
…
。
若
い
世
代
に
限
ら
ず
、
低
賃
金
で
苦

し
ん
だ
り
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
遭
っ
て
も「
困
っ

て
い
る
」
と
言
っ
て
い
い
の
か
と
悩
む
人
は
多

い
し
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら

な
い
人
も
い
ま
す
。
連
合
の
L
I
N
E
労
働

相
談
や
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
勧
め
た
り
、「
こ

ん
な
こ
と
で
も
困
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
ん

だ
よ
」
と
伝
え
る
の
が
大
事
な
の
か
な
。「
労

働
組
合
っ
て
こ
ん
な
こ
と
も
や
っ
て
い
る
ん

だ
」
と
い
う
事
例
は
あ
り
ま
す
か
。

型
の
運
動
を
仕
掛
け
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う

と
、
私
は
ち
ょ
っ
と
違
う
気
が
し
ま
す
。
連

合
の
組
織
力
を
活
か
し
て
、
若
者
が
自
ら
立

ち
上
げ
た
運
動
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
情
報
提

供
に
力
を
入
れ
る
。
そ
し
て
、
労
働
条
件
・

労
働
環
境
改
善
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
そ

の
成
果
を
共
有
す
る
。
そ
れ
が
若
者
と
と
も

に
社
会
運
動
を
進
め
る
カ
ギ
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
ち
な
み
に
労
働
運
動
は
特
別
な
知
識

が
な
く
て
も
で
き
ま
す
か
？

清
水　
「
職
場
の
困
り
ご
と
の
解
決
」
は
、

特
別
な
知
識
が
な
く
て
も
で
き
ま
す
。
そ
れ

こ
そ
が
労
働
運
動
の
原
点
な
ん
で
す
。

富
永　

労
働
運
動
は
当
事
者
性
が
強
く
、「
困

り
ご
と
の
解
決
」
は
初
心
者
で
も
参
加
し
や

す
い
。
若
者
が
貧
し
く
な
っ
て
い
る
と
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
労
働

組
合
は
重
要
な
存
在
に
な
る
は
ず
で
す
。

	ƫ
改
め
て
連
合
、
労
働
組
合
に
期
待
す
る
こ

と
は
？

室
橋　

連
合
は
政
治
団
体
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
持
た
れ
て
い
ま
す
が
、
本
来
の
役
割
は
、

労
働
条
件
・
労
働
環
境
の
改
善
。
具
体
的
な

改
善
事
例
を
発
信
し
、「
身
近
な
問
題
を
解

決
で
き
る
場
所
」
だ
と
認
識
さ
れ
れ
ば
、
イ

メ
ー
ジ
は
変
わ
り
ま
す
。

谷
口　

ど
ん
な
問
題
を
ど
う
解
決
し
た
の
か
、

ビ
フ
ォ
ー
・
ア
フ
タ
ー
が
明
確
に
わ
か
る
情
報

を
上
げ
れ
ば
変
わ
る
ん
で
す
。
お
か
し
い
と

思
う
問
題
は
身
近
に
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
そ
れ

を
可
視
化
し
、
一
緒
に
声
を
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

室
橋　

政
策
を
要
請
す
る
相
手
は
、
政
府
や

国
会
議
員
だ
け
で
は
な
い
。
校
内
や
社
内
の

問
題
は
、
そ
こ
で
話
し
合
っ
て
解
決
で
き
る

ん
で
す
。

富
永　

校
則
の
問
題
な
ど
も
身
近
で
す
よ

ね
。
調
査
結
果
を
見
て
も
、
若
年
層
が
参
加

し
や
す
い
の
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
型
の
「
参

加
し
た
い
時
に
で
き
る
運
動
」
な
の
だ
と
思

い
ま
す
が
、
な
ら
ば
連
合
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

運
動
の
成
果
を

感
じ
ら
れ
る

課
題
が

わ
か
り
や
す
い

人
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
ら
れ
る

全
体
の

一
体
感
が
あ
る

参
加
し
て
楽
し
い

自
身
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
つ
な
が
る

国
内
外
へ
波
及
す
る

そ
の
他

（%）
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■図15  これからの社会運動に期待すること

運動の成果に期待
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